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「構文文法」に基づく英語動詞takeの研究
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〈論文要旨〉
一般的に、英語動詞takeは直示動詞goの使役としてとらえられているが、実際には非移動動詞であ
ることが本論において指摘される。構文文法によれば、動詞の意味は、構文と結びついた概念原型に
より生じるとされる。Takeが直示動詞と見なされるのも、この概念原型によることが示される。
A Study of the English Verb “Take”
— on the Basis of Construction Grammar
Yoshikazu OKA
〈Keywords〉
①take　　②constructiongrammar　　③conceptualarchetype
〈Abstract〉
ThispaperwillarguethattheEnglishverbtakeshouldbecategorizedinto[-movement]verbs,
whereas takehasbeen considered tobe the causativeverb of go.ConstructionGrammar is
introducedintothepresentpapertopointoutthefactthatthemeaningofaverbcomesfromthe
sentenceconstructionwhich iscloselyrelatedwithconceptualarchetype, showing that take is
consideredtobeadeicticverbundertheconceptualarchetype.
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「構文文法」に基づく英語動詞takeの研究
岡 　 良 和
はじめに
本論文では、英語動詞takeが、一般に言われているように移動動詞に分類される直示動詞ではなく、
非移動動詞であることを指摘する。まず、takeを移動動詞とする説を批判的に検討し、次いで、本来
の非移動動詞が、構文の中で移動動詞としてのふるまいを見せる事例を検討する。そして、本来は移
動性を持たないはずの動詞が、前置詞との共起により、移動性を認められている記載が辞書に見られ
ることを指摘する。その上で、takeも非移動動詞であることを確認した後に、構文文法の理論の中で
の二重目的語構文における「概念原型」をもとに、takeの意味的特徴を明らかにする。
⒈　英語動詞takeを移動動詞とする立場
以下⑴に示すように、Leech（1989）は、takeがcomeの他動詞であるという立場をとっている。
⑴　Bringandtakecontrastinthesamewayascomeandgo....
（bringとtakeは、comeとgoと同じように対比を成す…．）
Bring means‘make
 someone
come’
 something 
e.g.bycarryingorleading.
Takemeans‘make
 someone
go’
 something
bringは「誰か／何かを来させる」ということを意味する．
takeは「誰か／何かを行かせる」ということを意味する．
（Come→‘towardsthespeaker/hearer’）
（Come→「話し手／聞き手へ向かって」）
（Go →‘nottowardsthespeaker/hearer’）
（Go →「話し手／聞き手の方向ではなく」）
 ―Leech（1989：67）（一部省略・和訳筆者）
Goldberg（1995：38）では、二重目的語構文の中心的意味は“Agentsuccessfullycausesrecipient
toreceivepatient”（主語の指示物が間接目的語の指示物に直接目的語の指示物を受け取らせるのに成
功する）であるとし、その典型事例を示す動詞としてgive、pass、hand等を挙げている。そして、bring
とtakeも“Verbsofcontinuouscausationinadeicticallyspecifieddirection”（話者からみて特定の方
向へと継続的使役を行う動詞）として直示動詞に分類されている。これはbringとtakeが、それぞれ
comeとgoの使役動詞であると考えられている証左である。
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たとえば、運んだり
先導したりして．
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⒉　非移動動詞に移動性を認める立場
本来は移動概念を包含しない動詞が、移動概念を包含する前置詞（句）と共起することで、あたか
も移動概念を包含しているかに見える事象が、Goldberg（1995）において「移動使役動詞（caused-
motionverb）」として扱われている。以下（1a-d）にその例を挙げる。
⑴　a.Samhelpedhimintothecar.
（サムは彼が車に乗り込むのを手伝った。）
b.Franksneezedthetissueoffthenightstand.
（フランクはくしゃみをしてちり紙をナイトスタンドから吹き飛ばした。）
c.Samaskedhimintotheroom.
（サムは彼に部屋に入るよう頼んだ。）
d.SamletBillintotheroom.
（サムはビルを部屋へ入らせた。）
 ―Goldberg（1995：161-62）（下線・和訳筆者）
上記（1a-d）において、いずれの動詞にも移動概念が包含されていないが、intoやoffと共起するこ
とで、あたかも移動動詞であるかのように用いられている。たとえば、上記（1a）では、主語の指示
物が、目的語の指示物を前置詞に後置される到達点に至るまで援助して、共に移動する事象が表示さ
れている。
上記（1a-d）においては、移動概念を包含する前置詞が用いられているが、以下（2a-b）では、本
来の移動動詞がそれらの前置詞と共に用いられている。
⑵　a.Patwentintotheroom.
b.Patbroughtthepianointotheroom.
上記（1a-d）と上記（2a-b）を比較すると、唯一の違いは動詞の性質である。このことから移動概
念を包含する動詞である上記（2a-b）にならい、上記（1a-d）における動詞にも移動概念が包含され
ているという処理を行うこともできる。
移動概念が文中の動詞に生じるのは、移動概念を包含した前置詞などの不変化詞の働きに由来する
と考えることもできようが、以下（3a-c）の事例は、このことを否定している。
⑶　a.Fredstuffedthepapersintheenvelop.
（フレッドは書類を封筒に詰め込んだ。）
b.Sampushedhimwithinarm’slengthofthegrenade.
（サムは彼を手榴弾に手が届くところに押しやった。）
c.Samshovedhimoutsidetheroom.
（サムは彼を部屋の外へ突き出した。）
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 ―Goldberg（1995：158）（下線・和訳筆者）
このように考えると、非移動動詞に移動性を認めざるを得なくなる。つまり、上記（1a-d）のhelp,
sneeze,ask,letに他動詞的な移動概念が包含されているとして、これらの動詞にGOが合成されている
と考え、本来は移動概念を包含しない動詞に移動概念を加える方法を取るということである。
そうすると以下（4a-b）のように、takeにも移動概念が包含されているということになる。
⑷　a.Takethewashinginbeforeitbeginstorain.
（雨が降り出さないうちに洗濯物を取り込みなさい．）
 ―『ジーニアス英和大辞典』（s.v.takein［他］⑴）（下線筆者）
b.Thebusstoppedandtook onseveralpassengers.
（バスが停車し，数人の乗客を乗せた）
 ―『動詞を使いこなすための英和活用辞典』（s.v.takeon）（下線筆者）
⒊　辞書に見られる扱い
本来は非移動動詞であるhelpに移動の意味を認める、以下⑴の記載が、辞書に見られる。
⑴　［SVOM］〈人が〉〈人を〉助けて…にさせる《◆Mは方向を表す副詞〈句〉》
〜himwithhisbag=〜him(to)carryhisbag/He〜edtheoldwomanacrossthestreet
tothestore.
 ―『ジーニアス英和大辞典』（s.v.help□動 ○他 ２ ）（下線筆者）
以下⑵におけるように、struggleにも、移動概念を包含する前置詞（句）と共起する用法がある。
⑵　〈状況〉：配達人（He）により、警察署に荷物が届けられる。
Hewascarryingapackagewrappedingreenpaper.Itwasaratherbulkypackage,andhe
washavingdifficultyholdingitinbotharms....Thedeliveryboystruggledthepackageinto
thesquadroom,lookedaroundforaplacetoputit,andsetitdownonGenero’svacantdesk.
（彼は緑色の包装紙の荷物を運んでいた。それはかなり大きな荷物で、彼は両手で持つのに苦
労していた…。その配達の少年は、荷物と悪戦苦闘しながら分署の部屋に入って、それを置
く場所を探して、ジェニーロの何もない机の上に置いた。）
 ―McBain（1985：186-187）（下線・和訳筆者）
前置詞intoと共起することで、動詞struggleがあたかも移動概念を包含するかのように見えるこの
用法に関して、以下⑶の辞書記載がある。
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⑶　〔…へ／…の中を〕苦労して進む（along, through）〔to, toward/through, in〕strugglethrough
themud
（泥の中を苦労して進む．）
 ―『ジーニアス英和大辞典』（s.v.struggle3）（下線筆者）
上記⑵においては、struggleがintoを伴うことで移動動詞としても見なされることが、上記⑶から
読み取れる。つまり、上記⑵におけるstruggleの用法では、以下⑷が包含される。
⑷　Thedeliveryboymovedintothesquadroomwiththepackage.
Struggleの意味変化の歴史は、以下⑸に引用する通りであるが、表記 ３ から ４ には、移動の意味へ
の拡張が見て取れる。
⑸　strugglev. １ （（c1390ChaucerCT.Pard.））（敵と）組み打ちする，もがく． ２ （（c1412））
（敵と）決然と戦う． ３ （（1597））一生懸命になる，骨折る． ４ （（a1700））骨折って進む．
 ―寺澤（編）（1999：1365）（下線筆者）
上記⑸の表記 ４ における初出例を以下⑹として引用する。
⑹　a1700EVELYNDiary18Apr.1936,
Thebookwill,Idoubtnot,strugglethroughthisunjustimpediment.
 ―OED（s.v.struggle）（下線筆者）
上記⑸の表記 ４ においては、struggleに移動概念が内包されているかのように見えるが、それは上
記⑶において示されるように、struggleが移動概念を包含する前置詞throughと共起しているためで
あるとも考えることが可能である。つまり、移動概念を内包する前置詞の存在によって、take,help,
struggleなどの、本来は移動概念を包含しない動詞が、あたかも移動概念を内包するようにとらえら
れると考えることもできよう。
しかしながら、言語学の立場においては、語の意味をいたずらに増やすことは望ましいことではな
い。
⒋　Takeを非移動動詞とする立場
以下（1a-c）では、具体物を「手で摑み取る」行為の後に、移動行為表示動詞goやcarryが現れる
ことから、takeに移動概念が包含されないことが示唆される。
⑴　a.SoshetookGerald’screditcardsandwentoutshopping.
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（そこで彼女はジェラルドのクレジットカードを取り買い物に行った。）
 ―Holden（1998：23）（下線・和訳筆者）
b.Hetookthefoodandwentbacktothekitchen.
（彼は食べ物を取り台所へ戻って行った。）
 ―Brennan（2000：52）（下線・和訳筆者）
c.〈状況〉：刑事の質問にホームレスの男が答えている。
‘Abigmangotout,openedthebackdoorofthecarontheotherside,tooksomething
outandcarrieditoverthere.’
（大きな男が出てきて車の向こう側の後部ドアを開けて、何かを取り出し向こうへ運んで
行った。）
 ―MacAndrew（2001：52）（下線・和訳筆者）
一方、takeの反意語とされるbringが中心的直示動詞であることは、以下（2a-c）が非文となるこ
とからもわかる。
⑵　a.＊SoshebroughtGerald’screditcardsandcameoutshopping.
b.＊Hebroughtthefoodandcamebacktothekitchen.
c.＊‘Abigmangotout,openedthebackdoorofthecarontheotherside,broughtsomething
outandcarrieditoverthere.’
さらに、takeが移動動詞ではないことは、派生語尾を見ることでもわかる。Takerには英和辞典と
英英辞典に以下（3a-c）の記述がある。
⑶　a.taker□名　 １ 取る人；捕獲者． ２ 受け（取）る人；（（略式））［通例〜s］（申し込みに）応
じる人． ３ 賭（かけ）に応じる人． ４ （新聞などの）購読者． ５ ［複合語で］…を取る
人，受ける人//arisk-taker…
 ―『ジーニアス英和大辞典』（s.v.taker）
b.taker–n.　 １ 取る人，つかみ手，捕獲者． ２ 受取り人，受け手． ３ （切符などを）集め
る人；（ノートを）取る人． ４ 賭けに応じる人． ５ 購読者． ６ 飲用者，（薬の）服用者；消
費者． ７ 賃借人，借地人，借家人．
 ―『新英和大辞典』（s.v.taker）
c.takernoun １ ［usuallypl.］apersonwhoiswillingtoacceptsththatisbeingoffered
 ―OALD（s.v.taker）
これに対して、takeの反意語とされるbringに-erを付加したbringerに関しては、以下⑷の記述に
より、bringがcomeの使役動詞であることが理解できる。
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⑷　bringer□名 　持って来る［来た］人．
 ―『ジーニアス英和大辞典』（s.v.bringer）（下線筆者）
⒌　構文文法による解決
本来の非移動動詞に、移動の意味が包含されていると考えると、セクション ２ （1b）にあげられた
例（以下⑴として再掲）が説明しにくくなる。
⑴　Samsneezedthenapkinoffthetable.
　　（サムはくしゃみをしてナプキンをテーブルから吹き飛ばした。）
上記⑴に語彙意味論的な説明を与えるとすれば、動詞sneezeに「くしゃみをして、ある対象物を移
動させる」という意味を新たに加える必要がある。しかし、このような説明よりも、以下に論じるよ
うに、構文全体から意味がもたらされるという、構文文法の説明の方が説得力がある。
構文文法では、以下（2a-b）も、それぞれの動詞にGOを想定するのではなく、移動概念は構文か
らもたらされると説明される。
⑵　a.Shetooksunglassestotheparty.
b.Sheworesunglassestotheparty.
（彼女はパーティにサングラスをして行った。）
Langacker（1991）は、conceptualarchetypes「概念原型」による構造化を提示している。以下⑶
と⑷は、conceptualarchetypesに関する説明である。
⑶　Certain recurrent and sharply differentiated aspects of our experience emerge as
archetypes,whichwenormallyusetostructureourconceptionsinsofaraspossible.Since
language is ameans bywhichwedescribe our experience, it is natural that such
archetypesshouldbeseizeduponastheprototypicalvaluesofbasiclinguisticconstructs.
（我々の経験のうちで、繰り返し起こり、他と区別される側面が、原型として現れ、我々は通
常それを使って可能な限り我々の概念を構造化する。言語は、我々が経験を記述する手段で
あるため、このような原型が基本的な言語的構造物のプロトタイプ的なものとして捉えられ
るのは自然である。）
 ―Langacker（1991:294-95）
⑷　Extensionsfromtheprototypeoccur...becauseofourproclivityforinterpretingthenewor
lessfamiliarwithreferencetowhatisalreadywellestablished;andfromthepressureof
adaptingalimitedinventoryofconventionalunitstotheunending,ever-varyingparadeof
situationsrequiringlinguisticexpression.
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（新しいもしくはあまり馴染みではないものを、すでに十分に確立されたものを頼りに解釈す
る我々の傾向のために、そして、限られた慣習的な単位の目録を、言語的表現を要する終わ
りがなく常に変化する状況に適用する圧力から、プロトタイプからの拡張が生じる…。）
 ―Langacker（1991：295）（和訳筆者）
上記⑶と⑷に示されているように、概念原型が文型と強く結びつき、動詞の意味的性質が影響され
るのである。そして、このために、takeが「非中心的直示動詞」に分類されるのである。
⒍　プロトタイプとしてのagentとpatient
Dowty（1991）に基づきGoldberg（1995：116）では、Proto-AgentとProto-Patientという一般的
なマクロ役割（macro-role）が提唱されている。これらは、以下⑴のように、プロトタイプとしての
agentとpatientを示している。
⑴　Proto-Agentproperties:
1.volitionalinvolvementintheeventorstate
2.sentience(and/orperception)
3.causinganeventorchangeofstateinanotherparticipant
4.movement(relativetothepositionofanotherparticipant)
5.existsindependentlyoftheeventnamedbytheverb
Proto-Agent特性：
1.事態や状態に意志的に関与する
2.感覚者（知覚者）である
3.事態や他の参与者の状態変化を引き起こす
4.（他の参与者の位置と相対して）移動する
5.動詞が表す事態とは独立して存在する
Proto-Patientproperties:
1.undergoeschangeofstate
2.incrementaltheme
3.causallyaffectedbyanotherparticipant
4.stationaryrelativetomovementofanotherparticipant
5.doesnotexistindependentlyoftheevent,ornotatall.
Proto-Patient特性
1.状態変化を被る
2.漸増的な性質をもった主題役割である
3.他の参与者によって因果的に影響される
4.他の参与者の移動と比べて静的
5.事態と独立しては存在できない
「構文文法」に基づく英語動詞takeの研究
9
 ―Goldberg（1995：116）（下線・和訳筆者）
上記⑴3.に示されるように、プロトタイプのagentは移動するという特性を有するために、上記で
扱われたhelp,let,sneeze,askなどの本来の非移動動詞に加えて、takeも移動動詞として分類されると
考えられる。
おわりに
小論では、英語動詞takeが、移動動詞に分類されるのではなく、非移動動詞であることを指摘し、
移動動詞とみなされるのは、構文における概念原型に由来するとした。これを論証するために、まず、
takeを移動動詞とする説を批判的に検討し、次いで、helpやletなどの、本来の非移動動詞が構文の中
で移動動詞としてのふるまいを見せる事例を検討した。さらに、本来は移動性を持たないはずの動詞
が、前置詞との共起により、移動性を認められている見解を検討した。この結果、このような動詞と
同様に、takeも非移動動詞であるものの、構文と一体化している概念原型により、takeに移動性が生
じることを明らかにした。
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